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＜全国の人口動態＞ 

(１) 全国の出生数と合計特殊出生率の推移（昭和 22 年～令和４年）  

出生数は第２次ベビーブーム以降、減少を続け、平成３ (1991)年以降は増加

と減少を繰り返しながら緩やかな減少傾向にある。合計特殊出生率は平成 17

（ 2005）年に過去最低となってからは微増傾向だったが、近年は微減傾向。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：厚生労働省「人口動態調査」  

 

(２) 全国の人口構造の推移と見通し 

    国内の人口は、平成 22(2010)年から減少傾向にある。今後も、年少人口 

（0～14 歳）と生産年齢人口の減少が続くとともに、高齢者人口（65 歳以上）

の割合が相対的に上昇し続けると予測されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：内閣府：「少子化対策白書」  
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＜福岡市の人口動態など＞  

（３）福岡市の将来人口推計 

福岡市の人口は、令和22(2040)年頃にピークとなり約170万人に達し、以後

は減少に向かうと推計される。 

年少人口（０～14歳）は減少傾向となるが、全国と比較し緩やかに減少する

と推計される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（４）福岡市の 15 歳未満人口の内訳と構成率の推移 

全人口に占める年少人口（０～14 歳）の割合は、平成 17（2005）年まで減少

の傾向が続き、以降は横ばいとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：総務省「国勢調査」  
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（５）人口構造（人口ピラミッド） 

福岡市は、全国と比較すると、18 歳以下の各年齢に比べて 19 歳から 26 歳ま

での人口が大幅に増加する形となっている。 

  ○福岡市 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：総務省「令和２年 国勢調査」  
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参照：総務省「令和２年 国勢調査」  
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（６）生産年齢人口における男女構成比 

    福岡市と全国の生産年齢人口を５歳毎に比較すると、全国では、55～59 歳の

区分から女性人口が男性人口を上回るが、福岡市では、全ての年代で女性人口が

男性人口を上回っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参照：総務省「令和２年 国勢調査」  

人数
人口に占める男

性の割合
人数

人口に占める女

性の割合
人数

人口に占める男

性の割合
人数

人口に占める女

性の割合

15～19 37,066人 (50.0%) 37,116人 (50.0%) 2,880千人 (51.3%) 2,737千人 (48.7%)

20～24 47,385人 (48.1%) 51,036人 (51.9%) 3,018千人 (50.9%) 2,913千人 (49.1%)

25～29 45,280人 (46.3%) 52,604人 (53.7%) 3,074千人 (51.0%) 2,958千人 (49.0%)

30～34 46,831人 (47.4%) 52,010人 (52.6%) 3,297千人 (50.8%) 3,188千人 (49.2%)

35～39 51,659人 (47.8%) 56,315人 (52.2%) 3,697千人 (50.6%) 3,615千人 (49.4%)

40～44 55,379人 (48.1%) 59,821人 (51.9%) 4,189千人 (50.5%) 4,102千人 (49.5%)

45～49 59,338人 (48.4%) 63,331人 (51.6%) 4,863千人 (50.4%) 4,787千人 (49.6%)

50～54 49,924人 (48.1%) 53,972人 (51.9%) 4,277千人 (50.1%) 4,263千人 (49.9%)

55～59 43,324人 (48.2%) 46,479人 (51.8%) 3,865千人 (49.8%) 3,902千人 (50.2%)

60～64 39,048人 (48.0%) 42,380人 (52.0%) 3,593千人 (49.2%) 3,704千人 (50.8%)

（参考）

全人口 761,148人 (47.2%) 851,244人 (52.8%) 61,350千人 (48.6%) 64,797千人 (51.4%)

年代

福岡市 全国

男性 女性 男性 女性
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（７）世帯数及び一世帯あたりの平均世帯人員の推移 

福岡市の世帯数は増加傾向にあるが、一世帯あたりの平均世帯人員は減少傾

向となっており、世帯規模の縮小が進んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：総務省「国勢調査」  

 

（８）家族類型別の一般世帯数の割合 

家族類型別の一般世帯数の割合を見ると、夫婦と子ども世帯の割合が減少し、

非親族・単独世帯が増加するなど、少人数の世帯の割合が増加している。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：総務省「国勢調査」  
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（９）出生数の推移（昭和 45 年～令和４年）  

福岡市の出生数のピークは、昭和 48(1973)年、第２次ベビーブームのピーク

の年で、その後減少し、平成２(1990)年頃から 13,000 人台のほぼ横ばいで推移

してきたが、平成 20(2008)年以降は 14,000 人台で推移し、近年は減少傾向。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：福岡市推計人口及び厚生労働省「人口動態調査」 

 

（ 10）政令指定都市の人口 1,000 人あたり出生数 

福岡市の 1,000 人あたりの出生数は 7.5 人で、政令指定都市の中で、20 都市

中第２位となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：厚生労働省「令和４年 人口動態調査」 
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（ 11）福岡市と全国の合計特殊出生率の推移  

福岡市の合計特殊出生率は、平成 27（2015）年に比べ令和２（2020）年は

0.13 ポイント減少しており、全国値と比較すると、低い値で推移している。  

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参照：厚生労働省「人口動態調査」  

 
 
 
 
 

（ 12）政令指定都市の合計特殊出生率 

福岡市の合計特殊出生率は、政令指定都市の中で、20 都市中第 16 位となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：厚生労働省「令和２年 人口動態調査」  

   

 

〔合計特殊出生率とは〕 

15～49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので、一人の女性が仮に 

その年齢別出生率で一生の間に生むとしたときの子どもの数。 

政令指定都市の合計特殊出生率は、国勢調査結果をもとに５年毎に算出。 
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1.20 

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

H7

(1995)

H12

(2000)

H17

(2005)

H22

(2010)

H27

(2015)

R2

(2020)

全国

福岡市

（年）

1.00

1.20

1.40

1.60

0.00
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（ 13）福岡市の未婚率の推移 

福岡市の未婚率(25～39 歳の５歳階級別)は、令和２年調査では、男女共に低

下している。なお、女性は、全国平均より高い値で推移している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：総務省「国勢調査」 

（ 14）政令指定都市の若者率 

福岡市の若者率（15～29 歳の人口÷総人口×100(％)）は、政令指定都市の中

で、20 都市中第１位となっている。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：総務省「令和２年 国勢調査」  

※配偶関係不詳を含み算出  

13.6%

13.7%

13.7%

13.7%

14.1%

14.4%

14.5%

14.8%

15.1%

15.3%

15.3%

15.5%

15.8%

15.8%

16.2%

16.5%

16.7%

16.9%

17.2%

17.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

浜松市

新潟市

静岡市

北九州市

神戸市

札幌市

堺市

広島市

千葉市

熊本市

横浜市

相模原市

名古屋市

さいたま市

岡山市

大阪市

仙台市

京都市

川崎市

福岡市

男性  女性  

※割合は「不詳」を除いて算出  

73.2
75.7

69.1

63.5
57.5

45.2 

49.2 

44.8 
40.6 

37.7

23.8 
27.0 

33.5 

29.8 
27.7

69.3 
71.4 

69.2 68.3 

65.4

42.9 

47.1 

46.0 44.7 43.7

25.7 

30.0 
34.8 33.7 

32.4

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

H12

(2000)

H17

(2005)

H22

(2010)

H27

(2015)

R2

(2020)

（％）

福岡市

２５～２９歳

福岡市

３０～３４歳

福岡市

３５～３９歳

全国

２５～２９歳

全国

３０～３４歳

全国

３５～３９歳

（年）

63.4 

68.8 
66.3 

61.6 
59.4

35.4 

41.0 42.3 
39.2 

37.8

19.3 

23.2 
29.8 28.3 

26.9

54.0 

59.0 58.9 58.8 58.2

26.6 

32.0 
33.9 

33.6 
33.6

13.8 

18.4 

22.7 
23.3 

22.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

H12

(2000)

H17

(2005)

H22

(2010)

H27

(2015)

R2

(2020)

（％）

福岡市

２５～２９歳

福岡市

３０～３４歳

福岡市

３５～３９歳

全国

２５～２９歳

全国

３０～３４歳

全国

３５～３９歳

（年）



9 

 

（ 15）政令指定都市の人口 1,000 人あたりの学生数 

福岡市の 1,000 人あたりの学生数は、政令指定都市の中で、20 都市中第２位

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年５月１日現在  

人口：各市推計人口／学生数：学校基本調査（文部科学省）  

 

 

 

  

【学生とは】  

「大学」「短期大学」「専修学校」「各種学校」に通っている者。（院生、聴講生を含む）  

専修学校：学校教育法第 124 条に基づく教育施設（例：専門学校等）  

各種学校：学校教育法第 134 条に基づく教育施設（例：ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ・ｽｸｰﾙ等）  

1,000人あた

りの学生数
学生数

1,000人あた

りの学生数
学生数

(人) (人) (人) (人)

1 京都市 114.8 166,320 11 大阪市 36.3 99,802

2 福岡市 67.6 109,719 12 広島市 36.2 43,148

3 名古屋市 67.0 155,746 13 静岡市 35.8 24,554

4 仙台市 62.1 68,133 14 北九州市 31.9 29,544

5 岡山市 55.8 40,150 15 相模原市 29.5 21,415

6 神戸市 53.5 80,900 16 横浜市 28.8 108,614

7 熊本市 46.9 34,610 17 浜松市 21.8 17,094

8 新潟市 45.7 35,655 18 堺市 21.1 17,213

9 千葉市 38.5 37,645 19 さいたま市 19.7 26,287

10 札幌市 36.7 72,451 20 川崎市 17.5 26,998

順位 都 市 名 順位 都 市 名
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＜目標１関連＞ 

 
（ 16）子育てに対する不安や負担（乳幼児の保護者） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【76.6】 【17.6】

【70.5】 【24.1】

『感じる』 『感じない』

17.1

11.4

59.5

59.1

12.4

19.7

5.2

4.4

2.5

3.3

3.2

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=3,375）

前回調査

(ｎ=5,876）

不安や負担を感じる 多少は不安や負担を感じる

あまり不安や負担は感じない 感じない

なんともいえない 無回答

参照：令和５年度  福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査  
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（ 17）子育てに関して悩んでいること・気になること（乳幼児の保護者） 

（○は３つまで） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

24.7

24.6

23.2

21.3

20.9

18.4

18.0

12.3

11.5

11.4

9.3

8.7

5.5

2.4

2.4

2.0

1.6

42.2

22.1

22.8

22.8

25.3

37.6

28.8

14.5

18.7

18.6

16.8

12.6

8.9

3.1

4.8

5.7

2.3

3.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

子どものしつけに関すること

子どもの食事や栄養に関すること

子どもの病気や発育・発達に関すること

子どものくせや性格に関すること

子どもの教育に関すること

子育てで出費がかさむこと

子どもを叱りすぎているような気がすること

子育てによる身体の疲れが大きいこと

子どもとの時間を十分にとれないこと

仕事や自分のやりたいことが十分にできないこと

子どもの遊ばせ方に関すること

子どもの友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること

子育てに関しての配偶者・パートナーの協力が少ないこと

子育てのストレスがたまって、子どもに手をあ

げたり、世話をしなかったりしてしまうこと

子育てをしているうちに世の中から

取り残されるような気がすること

子どもを通じた親同士の付き合いに関すること

その他

特にない

今回調査(ｎ=3,375）

前回調査(ｎ=5,876）

参照：令和５年度  福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査  
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【89.2】 【8.4】

【91.4】 【5.6】

『いる』 『いない』

35.3

37.4

53.9

54.0

7.1

5.0

1.3

0.6

2.3

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=3,375）

前回調査

(ｎ=5,876）

たくさんいる（ある） 少しはいる（ある） あまりいない（ない） まったくいない（ない） 無回答

（ 18）子育てについての相談相手の有無（乳幼児の保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 19）産後ケア事業の利用者数の推移（実人数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 20）病児・病後児デイケア事業の利用者数の推移（延べ人数）  

 
（単位：人） 

平成 30 年度  令和元年度  令和２年度  令和３年度  令和４年度  令和５年度  

29,126 29,634 11,686 19,805 21,740 （速報 値 ）36,866 

 
  

福岡市こども未来局調べ  

参照：令和５年度  福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査  

福岡市こども未来局調べ  

（速報値）  
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（ 21）保育需要の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 22）療育センター等における新規受診児数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡市こども未来局調べ  

福岡市こども未来局調べ  
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64.6

60.2

29.6

25.0

24.8

21.7

20.8

20.6

14.8

13.3

9.9

7.7

6.2

4.4

1.6

0.2

2.7

13.1

67.8

53.1

24.2

12.6

18.4

19.3

19.2

15.5

14.1

10.2

12.0

4.7

6.5

1.9

1.5

0.6

1.8

12.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

受験や成績のこと

自分の将来のこと

外見やスタイルのこと

お金のこと

友人や仲間のこと

就職のこと

性格のこと

学校生活のこと

好きな人や恋愛のこと

家庭・家族のこと

健康のこと

政治や社会のこと

遊びのこと

性のこと

いじめのこと

体罰のこと

その他

とくに悩みや心配ごとはない

今回調査(ｎ=548）

前回調査(ｎ=986）

＜目標２関連＞ 

 

（ 23）現在の悩みや心配ごと（中高生等本人）（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：令和５年度  福岡市青少年の意識と行動調査  



15 

 

57.3

56.2

55.6

42.5

28.7

23.3

19.3

16.3

13.7

13.0

5.9

4.8

4.1

3.2

2.1

4.9

52.0

48.6

52.4

39.2

28.4

24.0

19.7

8.7

13.6

13.1

5.9

4.8

3.9

4.6

2.9

6.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

家計、金銭のこと

自分の将来のこと

仕事のこと

家庭・家族のこと

健康のこと

恋愛のこと、結婚のこと

外見やスタイルのこと

政治や社会のこと

性格のこと

就職のこと

友人や仲間のこと

性のこと

遊びのこと

受験や成績のこと

その他

とくに悩みや心配ごとはない

今回調査(ｎ=1,001）

前回調査(ｎ=1,496）

（ 24）現在の悩みや心配ごと（青年（18～ 39 歳））（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：令和５年度  福岡市青少年の意識と行動調査  
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よくある ときどきある あまりない まったくない 無回答

36.1

6.8

5.7

3.6

13.9

50.4

33.9

15.5

17.2

32.8

12.8

58.2

77.4

77.7

52.0

0.7

1.1

1.5

1.5

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ア）会えばあいさつを

する人

(ｎ=548）

（イ）会えば立ち話をする人

(ｎ=548）

（ウ）いっしょにスポーツを

したり活動したりする人

(ｎ=548）

（エ）悩みごとを

相談できる人

(ｎ=548）

（オ）悪いことをしたとき

注意してくれる人

(ｎ=548）

たくさんいる 少しいる いない 無回答

（ 25）日頃の気持ち（中高生等本人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 26）近所の大人との関わり（中高生等本人）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.1 17.2 30.3 42.3 3.1

（キ）自分はひとりぼっちだと

感じることがある

(ｎ=548）

合計 24.3% 

参照：令和５年度  福岡市青少年の意識と行動調査  

6.0 14.8 31.9 44.3 2.9

（カ）自分には話せる人が

いないと感じることがある

(ｎ=548）

合計 20.8% 

合計 20.8％で、前回（ 27.2％）より減少  

合計 46.7％で、前回（ 55.4％）より減少  

参照：令和５年度  福岡市青少年の意識と行動調査  
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（ 27）いじめの認知件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 28）長期欠席児童生徒のうち不登校に分類される児童生徒の状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡市教育委員会調べ  

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

(H25) (H26) (H27) (H28) (H29) (H30) (R1) (R2) (R3) (R4)

1,000人当たりの

不登校に分類される

生徒数(中学校) (人)

22.8 22 21.2 23.2 17.9 36.7 46.1 45.6 54.4 62.6

不登校に分類される

児童生徒(小学校・

中学校)の復帰率 (%)

39.9 39.4 43.2 43.2 49.2 44.8 47.9 52.2 37.4 28.6

年度

福岡市教育委員会調べ  
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58.4

50.0

31.4

8.0

4.7

4.2

4.0

1.1

75.7

73.2

60.0

19.2

14.6

15.7

17.5

9.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

体育・スポーツ大会や盆踊り大会などのお祭り

地域団体（子ども会など）公民館などでの活動

地域の環境美化や資源物回収（リサイクル）に関する活動

募金活動やチャリティーバザーなどの活動

小学生や小さな子どもたちの遊びや学

習、居場所づくりなどを支援する活動

高齢者や障がい者のための福祉に関する活動

外国人との交流や国際協力に関する活動

災害支援のための活動

今回調査(ｎ=548）

前回調査(ｎ=986）

（ 29）地域での活動やボランティア活動について（中高生等本人）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.8

21.2

10.4

8.8

7.3

9.9

7.7

13.0

38.0

43.1

42.2

35.9

37.8

38.0

38.3

43.2

44.0

27.9

39.4

48.4

48.2

46.2

47.8

37.6

9.3

7.8

8.0

6.9

6.8

6.0

6.2

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（ア）地域団体（子ども会など）

公民館などでの活動

(ｎ=548）

（イ）体育・スポーツ大会や

盆踊り大会などのお祭り

(ｎ=548）

（ウ）地域の環境美化や資源物回収

（リサイクル）に関する活動

(ｎ=548）

（エ）小学生や小さな子どもたちの遊びや学習、

居場所づくりなどを支援する活動

(ｎ=548）

（オ）高齢者や障がい者のための

福祉に関する活動

(ｎ=548）

（カ）外国人との交流や

国際協力に関する活動

(ｎ=548）

（キ）募金活動やチャリティーバザーなどの活動

(ｎ=548）

（ク）災害支援のための活動

(ｎ=548）

積極的に参加したい きっかけがあれば参加したい 参加するつもりはない 無回答

参照：令和５年度  福岡市青少年の意識と行動調査  

参加したことがある活動  

今後の参加意向  
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47.2

26.6

23.9

19.7

19.0

17.1

15.1

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

保護者への負担（行事への参加、

役員への就任など）が大きいから

休日は家族だけの時間を過ごしたいから

団体のことをよく知らないから

団体の行事や活動に魅力を感じないから

習い事などで時間がないから

習い事など他の活動で充実しているから

その他 今回調査(ｎ=741）

（ 30）地域の子どもたちが活動する団体に入っていない理由（小学生の保護者） 

（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参照：令和５年度  福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査  
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40.8

29.7

21.5

19.8

10.0

9.2

8.0

5.7

4.0

1.7

1.5

1.2

5.3

17.6

36.5

26.6

36.7

7.9

13.6

6.1

6.6

3.3

2.0

2.4

3.9

21.3

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

雨の日でも遊べる場所がない

通学路が狭い、交通量が多いなど道路環境が悪い

暗い通りや見通しのきかないところが多

く、子どもが犯罪の被害にあわないか心配

自由に安心して遊べる場所が少ない

絵を描いたり、工作、劇など家では

できないことができる場所がない

学校が遠くて通学に不便

公園や緑が少ない

隣近所とのつきあいがない

近所に子どもが少ない

昼間にあまり大人がいない

地域に住民が集まるような場所がない

子どもにとって有害なものがあ

るなど、周りの生活環境が悪い

その他

特に不満はない

今回調査(ｎ=1,784）

前回調査(ｎ=2,391）

（ 31）居住地域の子育て環境で不満なこと（小学生の保護者）（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：令和５年度  福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査  
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＜目標３関連＞ 

 
（ 32）児童相談所の児童虐待相談対応件数の推移 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 33）ひとり親家庭になった当時と現在の仕事の有無 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 34）ひとり親家庭の現在の就業形態 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福岡市こども未来局調べ  

参照：令和３年度  福岡市ひとり親家庭実態調査  

参照：令和３年度  福岡市ひとり親家庭実態調査  
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（ 35）ひとり親家庭の世帯の年間税込み収入  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ＜母子家庭の現在の就業形態別の割合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考（平成 28 年度調査）  

 
 

251 万円  

490 万円  

1
5
0
万
円
未
満

1
5
0
～

　
2
0
0
万
円
未
満

2
0
0
～

　
3
0
0
万
円
未
満

3
0
0
～

　
4
0
0
万
円
未
満

4
0
0
～

　
5
0
0
万
円
未
満

5
0
0
～

　
7
0
0
万
円
未
満

7
0
0
～

　
1
0
0
0
万
円
未
満

1
0
0
0
万
円
以
上

無
回
答

自営業主 7.9% 27.6% 25.0% 17.1% 5.3% 5.3% 2.6% 3.9% 5.3%

家族従業者 23.1% 23.1% 23.1% - - 15.4% - 7.7% 7.7%

正社員・正職員 1.5% 4.7% 27.0% 29.5% 15.7% 13.4% 3.4% 1.9% 3.0%

派遣・契約社員 2.7% 19.8% 44.1% 18.0% 6.3% 6.3% - - 2.7%

パート・アルバイト 27.5% 26.0% 28.5% 9.5% 2.6% 1.8% 0.5% 0.5% 3.1%

臨時・日雇 60.0% - 40.0% - - - - - -

内職 - - - - - - - - -

その他 30.0% 20.0% 10.0% 10.0% - - - 10.0% 20.0%

参照：令和３年度  福岡市ひとり親家庭実態調査  
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（ 36）子どもの平日の朝食摂取状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 37）子どもの学校などでの勉強の成績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 38）家庭で子どもと行うこと 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：令和３年度  福岡市子どもの生活状況等に関する調査  

参照：令和３年度  福岡市子どもの生活状況等に関する調査  

4,333     3,860     251        34         158        30         
100.0     89.1       5.8        0.8        3.6        0.7        

300万円未満 634        75.6       11.5       1.6        9.9        1.4        

300万～600万円未満 1,449     89.2       5.4        1.0        3.6        0.8        

600万円以上 2,250     92.8       4.4        0.4        1.9        0.4        

ひとり親等 617        77.0       11.0       1.5        9.2        1.3        

ふたり親 3,716     91.1       4.9        0.7        2.7        0.6        

中学３年生全体

世
帯

収
入
別

世
帯

類
型

別

参照：令和３年度  福岡市子どもの生活状況等に関する調査  
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（ 39）子育てについて気軽に相談できる相手や場所の有無（乳幼児の保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～
２
０
０
万
円
未
満

２
０
０
～
３
０
０
万
円

３
０
０
～
４
０
０
万
円

４
０
０
～
５
０
０
万
円

５
０
０
～
７
０
０
万
円

７
０
０
～

 
１
０
０
０
万
円
未
満

１
０
０
０
万
円
以
上

無
回
答

  全  体 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

たくさんいる（ある） 35.3 32.2 28.1 38.5 34.2 34.1 38.3 35.6 31.9

少しはいる（ある） 53.9 47.1 62.7 50.2 55.2 55.3 52.3 54.7 50.9

あまりいない（ない） 7.1 13.2 4.9 8.3 7.8 7.5 6.1 5.6 8.6

まったくいない（ない） 1.3 5.8 2.7 1.2 1.0 0.9 1.1 1.2 1.7

無回答 2.3 1.7 1.6 1.8 1.8 2.2 2.2 2.8 6.9

いない（ない）の合計 8.4 19.0 7.6 9.5 8.8 8.4 7.2 6.8 10.3

 
 
全
 
 
体

世帯年収

参照：令和５年度  福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査  

（単位：％）  
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（ 40）子育てに関する情報の入手先（小学生の保護者）（あてはまるものすべてに○）  

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
  

（単位：％）  

参照：令和５年度  福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査  

～
２
０
０
万
円
未
満

２
０
０
～
３
０
０
万
円

３
０
０
～
４
０
０
万
円

４
０
０
～
５
０
０
万
円

５
０
０
～
６
０
０
万
円

７
０
０
～
１
０
０
０
万
円

未
満

１
０
０
０
万
円
以
上

無
回
答

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

親族（親、きょうだいなど） 39.7 40.6 50.0 34.5 41.4 41.0 37.7 39.6 38.1

近所の人、知人、友人 56.3 45.3 48.1 58.6 54.7 56.9 57.3 60.1 51.2

小学校 37.9 31.3 30.8 38.6 33.5 39.7 40.4 36.4 44.0

保護者仲間 51.5 32.8 29.8 49.7 49.8 49.4 54.6 60.1 59.5

インターネット 76.0 65.6 67.3 75.9 77.8 79.5 77.8 76.9 59.5

市や区のホームページ 16.6 17.2 17.3 22.8 15.8 18.2 16.3 14.0 10.7

福岡市公式LINE 10.4 7.8 8.7 15.9 6.4 14.3 9.8 10.3 -

ふくおかサポート 0.2 - 1.0 - - 0.3 - 0.3 -

テレビ、ラジオ、新聞 23.5 18.8 16.3 24.1 22.7 26.8 23.4 22.4 26.2

区役所（保健福祉センター、市民センター等） 1.8 4.7 4.8 3.4 1.5 1.0 1.0 1.6 3.6

市の広報紙やパンフレット、公民館だより 23.7 18.8 19.2 19.3 23.2 28.8 22.4 23.4 27.4

市が発行する子育て情報ガイド 6.9 12.5 8.7 3.4 5.4 7.0 5.4 8.7 10.7

子育て雑誌、育児書 6.4 7.8 5.8 7.6 6.9 5.5 5.2 9.0 3.6

フリーペーパー 9.5 1.6 8.7 5.5 11.8 11.9 8.4 10.0 11.9

情報の入手先がわからない 0.8 3.1 2.9 - 1.0 1.0 0.2 0.3 1.2

その他 2.6 3.1 5.8 2.1 1.5 2.3 1.7 4.0 2.4

無回答 0.9 3.1 1.0 0.7 - - 0.4 0.9 8.3

 
 
全
 
 
体

世帯年収

  全  体

子
育
て
に
関
す
る
情
報
入
手
先
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5.4

5.1

47.9

49.4

20.4

25.4

1.3

1.6

0.9

0.7

11.6

4.7

10.9

12.1

1.7

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=1,001）

前回調査

(ｎ=1,496）

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 子どもがほしいとは思わない わからない 無回答

＜少子化関連＞ 

 
（ 41）結婚や出産についての考え方（青年（ 18～39 歳）） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 42）理想の子どもの人数（青年（18～ 39 歳）） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

19.2

28.6

4.5

6.3

2.8

3.7

72.0

60.3

1.5

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=1,001）

前回調査

(ｎ=1,496）

結婚をし、子どもを持つべきだ

結婚はすべきだが、子どもは必ずしも持つ必要はない

結婚は必ずしもする必要はないが、子どもは持つべきだ

結婚も子どもも、絶対必要というわけではない

無回答

参照：令和５年度  福岡市青少年の意識と行動調査  

参照：令和５年度  福岡市青少年の意識と行動調査  
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44.8

38.8

35.3

31.0

27.6

20.7

8.6

6.9

6.0

5.2

1.7

17.2

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

子育ての精神的な負担が大きいから

子育てにお金がかかるから

自分のやりたいことができなくなるから

社会がどうなるかわからず、子どもの将来が不安だから

子育ての身体的な負担が大きいから

収入に不安があるから

健康上の理由で無理だから

仕事ができない、続けにくいから

教育に不安があるから

配偶者やパートナーが家事や子育

てに協力してくれないと思うから

住まいが狭いから

その他

今回調査(ｎ=116）

（ 43）子どもがほしいと思わない理由（青年（ 18～39 歳））（○は３つまで） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参照：令和５年度  福岡市青少年の意識と行動調査  
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0.9

4.0 36.3 42.3 6.2

2.8

7.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=3,375）

０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答

0.1 2.2

37.5 49.4 7.6 3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(ｎ=5,876）

０人 １人 ２人 ３人 ４人以上 無回答

16.5 50.3 21.5

2.4 0.9

8.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=3,375）

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答

13.7 52.5 24.8 4.3 4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(ｎ=5,876）

１人 ２人 ３人 ４人以上 無回答

（ 44）ほしいと思っている子どもの人数と実際に予定している子どもの人数 

（乳幼児の保護者） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ほしいと思っている子どもの人数  

実際に予定している子どもの人数  

参照：令和５年度  福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査  
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（ 45）ほしい人数よりも予定している人数が少ない理由（乳幼児の保護者） 

（○は２つまで） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

40.4

20.5

18.3

16.3

13.2

5.8

5.7

5.6

5.2

3.3

2.7

1.7

0.6

7.0

1.3

61.4

30.6

32.1

19.3

16.8

9.9

7.8

11.4

6.4

9.0

5.4

3.8

8.2

1.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

子育てにお金がかかるから

子育ての身体的な負担が大きいから

収入に不安があるから

年齢的な理由で無理だから

子育ての精神的な負担が大きいから

仕事ができない、続けにくいから

配偶者やパートナーが家事や子育

てにあまり協力してくれないから

社会がどうなるかわからず、子どもの将来が不安だから

今いる子どもに十分な愛情をかけてあげたいから

健康上の理由で無理だから

住まいが狭いから

自分自身のやりたいことができなくなるから

教育に不安があるから

その他

特に理由はない

今回調査(ｎ=1,421）

前回調査(ｎ=2,485）

参照：令和５年度  福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査  
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43.8

26.7

18.2

17.8

13.6

4.5

3.3

9.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

交際相手がいるから

自然な出会いを待ちたいから

結婚に関心がないから

婚活は面倒だから

婚活でよい相手が見つかると思えないから

婚活はしたいが何をすればよいのか分からないから

結婚を焦っているように思われたくないから

その他

今回調査(ｎ=726）

（ 46）婚姻件数（福岡市）  

（単位：件） 

Ｈ30 年  Ｒ元年  Ｒ２年  Ｒ３年  Ｒ４年  

9,532 9,725 8,678 8,508 8,723 

 
 

（ 47）未婚率（30～34 歳） 

 Ｈ22 年  Ｈ27 年  Ｒ２年  

男性  
福岡市  44.8％ 40.6％ 37.7％ 

全国  46.0％ 44.7％ 43.7％ 

女性  
福岡市  42.3％ 39.2％ 37.8％ 

全国  33.9％ 33.6％ 33.6％ 

 
 

（ 48）婚活経験の有無（青年（18～39 歳））  

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 49）婚活をしない理由（青年（18～ 39 歳））（○は３つまで）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：厚生労働省「人口動態調査」  

参照：総務省「国勢調査」  

24.5 72.5 3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=1,001）

したことがある したことがない 無回答

参照：令和５年度  福岡市青少年の意識と行動調査  

参照：令和５年度  福岡市青少年の意識と行動調査  
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1.2 0.6

8.2 6.7

20.4

37.7

11.7

2.5 2.1

9.0

0.3 0.6

7.4 6.2

16.6

34.4

13.8

2.8 1.7

16.3

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

１
～
６
時

７
～
１
２
時

１
３
～
１
５
時

１
６
時

１
７
時

１
８
時

１
９
時

２
０
時

２
１
時
以
降

無
回
答

今回調査(ｎ=2,478）
前回調査(ｎ=3,672）

2.1 4.0
0.5 0.7

3.0

15.4

24.0
20.3

12.3

7.1
4.6 5.9

2.9
0.8 0.6 0.5 1.7

10.8

20.2 22.1
17.3

10.9
7.9

4.4

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

１
～
６
時

７
～
１
２
時

１
３
～
１
５
時

１
６
時

１
７
時

１
８
時

１
９
時

２
０
時

２
１
時

２
２
時

２
３
時
以
降

無
回
答

今回調査(ｎ=3,049）

前回調査(ｎ=5,366）

（ 50）母親・父親の帰宅時間（乳幼児の保護者） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 51）母親・父親の１週間の家事・育児時間の平均（乳幼児の保護者） 

 

 前回  今回  

家事時間  

父親  ３時間 53 分  ６時間 47 分  

母親  26 時間 31 分 28 時間 20 分 

育児時間  

父親  11 時間 17 分 16 時間 29 分 

母親  37 時間 47 分 44 時間 43 分 

 

 

 

 

参照：令和５年度  福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査  

母親の帰宅時間  

父親の帰宅時間  

参照：令和５年度  福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査  
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56.6

38.1

5.8

5.4

12.3

19.8

22.3

27.4

3.0

9.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=3,375）

前回調査

(ｎ=5,870）

取得した（取得中である） 取得していない 妊娠・出産を機に離職した

働いていなかった 無回答

11.8 79.8

0.3 0.8

7.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=3,375）

取得した（取得中である） 取得していない 妊娠・出産を機に離職した

働いていなかった 無回答

3.9 65.2

0.7

30.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(ｎ=5,617）

取得した（取得中である） 取得していない 働いていなかった 無回答

（ 52）育児休業の取得状況（乳幼児の保護者）  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

参照：令和５年度  福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査  

母親  

父親  
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45.3

33.1

28.9

21.2

19.8

13.7

6.9

3.9

3.8

2.2

0.9

0.3

-

-

7.9

35.3

28.3

26.5

14.8

9.1

28.5

6.8

1.7

3.6

1.9

0.5

0.2

-

-

4.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

仕事が忙しかった

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

収入減となり、経済的に苦しくなる

配偶者が育児休業制度を利用した

職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもら

えるなど、制度を利用する必要がなかった

昇給・昇格などが遅れそうだった

育児休業を取得できることを知らなかった

仕事に戻るのが難しそうだった

保育所（園）などに預けることができた

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

子育てや家事に専念するため退職した

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週

間）を取得できることを知らず、退職した

その他

今回調査(ｎ=2,692）

前回調査(ｎ=3,662）

（ 53）育児休業を取得しなかった理由（父親）（乳幼児の保護者）  

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父親  

参照：令和５年度  福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査  


	＜全国の人口動態＞
	(１) 全国の出生数と合計特殊出生率の推移（昭和22年～令和４年）
	(２) 全国の人口構造の推移と見通し

	＜福岡市の人口動態など＞
	（３）福岡市の将来人口推計
	（４）福岡市の15歳未満人口の内訳と構成率の推移
	（５）人口構造（人口ピラミッド）
	（６）生産年齢人口における男女構成比
	（７）世帯数及び一世帯あたりの平均世帯人員の推移
	（８）家族類型別の一般世帯数の割合
	（９）出生数の推移（昭和45年～令和４年）
	（10）政令指定都市の人口1,000人あたり出生数
	（11）福岡市と全国の合計特殊出生率の推移
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